

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ａ 1 １ 
第２類例:古ノルド語fljqga､古英語n6ogan（＞現代英語my｢飛ぶ｣）
古ノルド語ujdga flaug flugum noginn 
Dク
１ｕａｕｕ Ｏ 









ａ ｕ ｕ 
第４類例：古ノルド語bera、古英語beran
（＞現代英語ｂｅａｒ「運ぶ｣）
古ノルド語ｂｅｒａ ｂａｒ ｂＡｒｕｍ ｂｏｒｉｎｎ 
ｅ ａ ａ Ｏ 
古英語beran b8er b8bron boren 






















古ノルド語ｆａｌｌａ ｆｄｌ ｆｄｌｕｍ ｆａｌｌｉｎｎ 
ａ ｅ ｅ ａ 
古英語feallzm fbol fbollon feallen 
ｅａ ｅｏ ｅｏ ｅａ 
上に示した例は、典型的なもので、多くのヴァリエーションが存在
する。しかし、ゲルマン語の中で、古ノルド語（＝アイスランド語）
と古英語の語幹母音の交替の規則性は明らかである。古ノルド語のｅｉ
は古英語のＡと、古ノルド語のａｕは古英語の６ａと、規則的に対応
していることを考慮に入れると、母音交替の規則性はさらに明確とな
る。ラスクは、第１類～第７類の分類の順番は異なるが、「アイスラ
ンド語あるいは古ノルド語入門」では、これを、第３類、第４類、第
５類をひとつにまとめて、５つに分類していた。『アングロ・サクソン
語文法』では、これを修正して、第４類と第５類をひとつにまとめて、
６つに分類している。第４類と第５類の基本的な違いは、過去分詞の
語幹母音だけである。この２つを峻別せず、ひとつに括ることは、誤
りというより分類の細かさの問題である。したがって、ラスクは、「ア
ングロ・サクソン語文法」の時点で、強変化動詞の正しい分類に行き
着いていたといえる。ラスクは、この方式を、翌年のスウェーデン語
によるアイスランド語文法にも適用しているが、後のフリジア語文法
とソープ訳の古英語文法では、第４類と第５類は、依然として区別し
ないままだが､若干のあいまいさが残っていた第７類を正しく整理し、
現在の古英語文法とくらべても遜色のないものにした。
「アングロ・サクソン語文法」が、ラスクの最初の文法記述の確立し
た形式とすれば、同じ原理の下に、第２番目に公刊されたのが、「ア
イスランド語あるいは古ノルド語入門」の改訂版・スウェーデン語訳
｢アイスランド語あるいは古ノルド語概説』であった。１８１８年の刊行
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で､献辞は親友ＡＡアフセーリウスに捧げられていて､その下には｢こ
のたび私が当地に来る気になったのは、ノルド語の古い写本に対する
あなたの情熱とあなたの友情に篤い、親切な招待のおかげでした。そ
れなしには、私のアイスランド語文法のスウェーデン語訳の改訂版は
けっして刊行されなかったでしょう｡」という率直な謝辞が述べられ
ている。アフセーリウスの誘いによって、コペンハーゲン脱出を決意
し、最初の滞在地として選んだストックホルムで、アフセーリウスの
尽力によって、コペンハーゲンでは出版できなかった著書が、立て続
けに出版された。ラスクのアフセーリウスに対する感謝の気持ちは、
この謝辞によく表われている。
「アングロ・サクソン語文法』と「アイスランド語あるいは古ノルド
語概説」が刊行される前に、ミュラーとの間に以下のような手紙のや
り取りがあった。ミュラーは、１８１６年１２月２８日付の手紙で、懸賞
論文「古ノルド語あるいはアイスランド語の起源の研究』を出版する
ために、影響力のある物理学者エーァステズと話をして協力を約束さ
せる等、いろいろ努力をしていることを述べた後で、「確かにあなた
はコペンハーゲンではまだほとんど報われていませんが、信じていた
だきたいのは、あなたの価値は評価されていますし、あなたの大学へ
の採用が遅れているのは、何事にものろい大学組織の運営のために過
ぎないということです｡」と、コペンハーゲンに失望し、外国に活路
を見出そうとしているラスクの気持ちを慰めている。
手紙の最後には、「あなたのオッターとウルフステンの旅の労作は、
きっとこの手紙と同時に手元に届くでしょう。それはあなたの学問
的名声を広めるのに役立つでしょうし、その名声も、ストックホル
ムでの無事出版を願っている、アングロ・サクソン語文法が出たとき
には、さらに高くなるでしょう。そして、ロシアでは、あなたのノル
ド語の起源の研究がきっとあなたを待っているでしょう｡」と、祖国
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デンマークで報われない、失意のラスクを励ますことばが書かれてい
る。なお、「オッターとウルフステンの旅」とは、９世紀のイングラ
ンド王アルフレッドのころの古英語で書かれた、オッターとウルフス
テンそれぞれが、スカンデイナヴイア半島を西岸沿いに北上したとき
の話とバルト海を航海したときの話である。オッターは､古英語では、
Ohthere［オーホトヘレ］と呼ばれるノルウェーの商人、ウルフステ
ンはWulfStan［ウルヴスタン］と呼ばれるユトランド出身と思われ
る商人のことである。ラスクの『オッターとウルフステンの短い旅行
認」は、元々１８１５年１月のスカンデイナヴイア文学協会で講演した
ものであったが､デンマーク語訳と注をつけて刊行が予定されていた。
1815年には脱稿していたが､翌年やっと出版されたのである。また、
｢ストックホルムでの無事出版を願っている｡」という箇所は、ラスク
の古英語文法が刊行にこぎつけそうな状況への祝辞、「ロシアでは、
あなたのノルド語の起源の研究がきっと待っているでしょう｡」とい
う箇所は、スウェーデンの後はロシアに向かう予定のラスクの行程を
念頭に置いて、ロシア滞在中に懸賞論文「古ノルド語あるいはアイス
ランド語の起源の研究｣が出版されるように尽力するという、ミュラー
の強いメッセージが込められている。ラスクが､懸賞論文の公刊を知っ
たのは、ロシアではなくスウェーデンだったのは、その居心地のよさ
と報われない期待のために、思いもかけずストックホルムに長滞在し
た結果であった。
このミュラーの手紙に対する､ラスクの1817年２月７日付の返信は、
｢１２月２８日の先生のお手紙に心より感謝いたします。私を以前から
庇護してくださる方々に忘れられていたわけではないということ知っ
て本当にうれしく思います。コペンハーゲンからストックホルムへの
直通郵便が２度ありましたが、知人からはまったく便りがなかったの
で､忘れられていると思っておりましたcまた､私のことに関しまして、
エーァステズらと話していただいた先生のお骨折りにも大変感謝いた
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しております｡」という感謝の気持ちと自分が忘れられた存在ではな
いということを知った安堵感がつづられている。また、同時に１２月
２８日付のミュラーの手紙をラスクが受け取ったのは１月に入ってで
あろうが、２月７日までにコペンハーゲンからストックホルムに直接
届く郵便が２度しかない当時の通信事情は、ラスクの孤独感を増幅さ
せていた。
ラスクの宿敵、モルベックからも微妙な内容の便りがあった。１８１７
年３月２４日付の手紙である。ラスクが､ストックホルムで｢古エッダ」
や吟唱詩の刊行に協力していることに関して、モルベックは、そのよ
うな試みは北欧神話の研究を広めるのに非常に役に立つだろうと表面
的には認めつつも、昔からアイスランド文学はデンマークと密接に関
係があるのだから、そのような出版は、１７世紀から研究を始めたス
ウェーデンではなく、デンマークでなされるべきではないかというの
が、その趣旨であった。
これに対するラスクの返信が残っている。それは、４月２１日付の
手紙で、「私ほどコペンハーゲンでそれが出版されることを望んだ者
はいません。しかし、私は一度確かに出版できそうだと思っていたの
に裏切られたことがあります。それ以来、印刷所を見つけることはで
きませんでした。それで、どこでも出ないよりもストックホルムで出
る方がいいと思ったのです｡」と、なぜ、スウェーデン人に協力して、
ストックホルムでエッダの出版をするのかという理由を説明してい
る。ラスクがいいたかったのは、祖国がアイスランド文学の価値を認
めないから、さらに一歩踏み込んでいえば、自分を正当に評価し、処
遇しないから、その価値が分かるスウェーデンで、エッダの出版をす
るのは仕方がないということであったろう。モルベックの非難めいた
文言は、明らかに狭量とねたみからくるものだが、ラスクの身近な庇
護者や支援者たちからの風当たりも強くなっていく。ラスクが、敵国
で、活踊すればするほど、ラスクの名声が上がれば上がるほど、祖国
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での疑心暗鬼が募り、うわさが一人歩きするようになっていったので
ある。
イェルムスレウとビエロム編のラスクの書簡集に収録されているも
のだけで見ると、ストックホルムでの最初の手紙は、ラスクが出した
１８１７年２月７日付のもの、最後の手紙は、フィンランドへ出発する
直前の1818年２月２１日付のミュラーからのものである。ストックホ
ルム滞在は1年と３ヶ月だが、ラスクは実に多くの人たちと手紙のや
り取りをしている｡その中でも、ラスクの経済的な支援者であるフュー
ン島の荘園主ビュロウ、学問的な庇護者である神学教授ミュラー、大
学図書司書・特任教授ニュロップとの間の書簡の多さが目を引く。そ
の内容は、主として、ラスクの著書や業績に関するもの、ラスクの処
遇に関するもの、祖国への恩義や貢献に関するものである。
ビュロウも心配していた。1817年１２月２９日付の手紙で､｢おそらく、
考えの浅いねたみ心をもった者がでっち上げ､広めたものでしょうが、
あなたがスウェーデンにとどまり、もう祖国には戻ってこないだろう
といううわさがあります。私はその不快なうわさに非常に憤慨して、
あなたの善良な考え方、利己心のなさ、愛国心について、私がもって
いる正直な思いに基づいた、いくつもの正当な根拠を出して否定して
きました｡」といいながらも、ラスクに、祖国と友人の恩を忘れては
いけない、スウェーデンで研究ポストと安定した収入で誘われている
ことを指して、「卑しい利益」に惑わされてはいけないと諭している。
ミュラーのかつての教え子に対する文面は厳しかった。１８１７年５
月６日付の手紙にはつぎのようにつづられている:｢あなたはスウェー
デンで見出したアイスランド語への興味について述べ、この分野で
ひとりのアイスランド人がスウェーデン人の試みの先頭に立てば、ス
ウェーデン人はすぐにデンマーク人の試みを凌ぐだろうといいたいの
ですね。このアイスランド人があなたのことではないと信じたいと思
います。ストックホルムに滞在して､あなたが講義をしたり、スウェー
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デンの学者にあなたの学問を伝えることは自然なことです。しかし、
あなたがスウェーデンにととどまることに決めるようなことがあれ
ば、私は、あなたには愛国心が欠如している、まさにあなたの同胞に
対しての義務を破棄してしまった、あなたに関するかぎり、祖国への
忠義の裏切り者になったとみなします｡私に関していえば､晩年になっ
てアイスランド文学に取り組むようになった主な理由のひとつは、ア
イスランド文学の流れに、私たちに固有の何か、デンマーク人の試み
が他の国民を凌ぐ何かを認めたことです。私は我が国の国家的名誉の
ために、ささやかでも精一杯貢献したいと思ったのです。あなたは、
祖国はあなたに何もしてくれなかったと、いうかもしれません。関係
者はあなたのためにもっと多くのことをすべきであったことは、私は
否定しません。しかし、私は問いたい。どのようにして、フューン島
出身の農民の子は、ストックホルムで講義をし、学界でその名前が知
られるようになったのでしょうか。それは、祖国の人々があなたの無
力だった幼年時代や少年時代にあなたを支援し、祖国の制度があなた
の研究を続けるための援助を与え、祖国の王がアイスランドへ旅行さ
せてくれたからではないでしょうか。ですから、私たち各人はすべて
を祖国に負うているといえるのです｣。
神学者としての顔とは別に、ミュラーは北欧の古い文学やデン
マーク語辞書の編纂にも関与し、「サガ・ライブラリー」全三巻
(StZgzJbib/勿陀ル３Ｂｉ､｡,1817-20）を出版する等、言語や文学にも造
詣が深かった。そのような背景があったからこそ、神学を捨て、言語
学にのめり込んでいくラスクに理解を示し､支援してきた｡｢裏切り者」
という激しいことばは､祖国での冷遇ゆえに祖国を捨て､敵国スウェー
デンに活路を見出そうとするラスクへの怒りの表現であった｡そして、
｢私たち各人はすべてを祖国に負うている」という最後の文章は、ラ
スクの墓碑銘に生かされることになるのだが、そのことについては後
述する。
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このミュラーの辛辣な手紙に対する、ラスクの１８１７年５月２９日付
の返信が残っている｡その中でのラスクの反論はつぎのとおりである：
｢私自身のことに関しては、ふたつのまったく違う方面から、今のと
ころは私的な提案があります。ひとつはストックホルムに残ることに
ついて、もうひとつはウプサラに残ることについてです。どちらも年
俸はおよそ1,500～2,00Oスウェーデン・リースダーラです。しかし、
私はこれが何らかの［正式な］申し出になることを慎重に避けていま
すし、［アイスランド語の］文法的・分析的授業を披瀝して欲しいと
いう私の支援者たちからの要望に反して、いろんな点で私の講義を控
えてきました。というのは、もし私が、証券取引所で、公にスウェー
デン語で、アイスランドの歴史・自然･文学等について講義をもてば、
悪く解釈されると思ったからです。（中略）正直なところ、最初は自
分の考えをすっかり隠して、申し出がなされるままにしておこうと思
いました。コペンハーゲンでその申し出を有利に活用するためでした
が、すぐにそれは卑しいことだと思いました。ですから、このことに
関しては、祖国に対する裏切り者という称号は受けられません。しか
し､デンマーク人が外国で本を出すことが裏切りであったり、デンマー
クの名誉を曇らせるのならば、私の罪は大きく、非常に重いですし、
おそらくこれからもっと大きくなるでしょう。でも、「アラディンｊ
をアムステルダムで出版したのですから、エーレンスレイヤーもまた
裏切り者ということになります｣。
海外に単身留学して、自分に対する母国の誤った情報やうわさが伝
わってくるのはつらいものである。とくに、通信手段が乏しく、不便
だった当時の北欧という状況を考えると、ラスクが、かぎられた情報
の中で、祖国への忠義と外国での飛躍の可能性の板ばさみになって、
ひとりで悩み、苦しんだことは想像に難くない。師であり、支援を受
けているミュラーの誤解はどうしても解いておきたかったはずであ
る。裏切り者という汚名は甘受できない、もし自分が裏切り者なら、
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文壇の甑児、エーレンスレイヤーもまた裏切り者であるという切り口
上で抗弁する論法は、決して品格のあるものではないが、なりふり構
わないラスクの悲しみとやるせなさが表われている。また､｢農民の子」
と呼ばれたことについて、同じ手紙の中で自分のことを「百姓」と卑
下した呼び方をし、その単語にわざわざ注を付け、「ところで、私の
父は元々農民ではありませんが、同じように、田舎に住んでいました
から、父も私の家系全体も小百姓でした。でも、私は父のことを恥じ
てはいません｡」と抗弁し、自分の出自を蔑まれたことに対するあら
わな感情を表出させている。なお、証券取引所での講義は、友人のア
フセーリウスが提案したものであった。最初は講義はデンマーク語で
行うつもりだったが、スウェーデンという環境を考慮して、スウェー
デン語に変更したと、１８１７年１月３日のラスクの日記には書かれて
いる。
また、同日の日記には、ミュラーヘの反論の手紙と内容が重複し、
しかも手紙には書けない本音に触れた記述がある。ただし、ラスクは
思いついたことを書きとめ、しばしば日付を後から書き込む習`償があ
り、実際にこれが書かれたのは、ミュラーの同年５月６日付の手紙以
降であると思われる。その記述は以下のとおりである：「アフセーリ
ウスや他の支援者たちは、アイスランド語の写本が保存されているス
トックホルムの王立図書館で、あるいは、ウプサラ大学の教授として、
私をスウェーデンに引き止めたいという話をよくした。私はこれには
あまり答えず、彼らが話すがままにしておいた。しかし、もし彼らが
実際にこれを実現するために真剣に動いていたら、私はこの非常に有
望で有利な申し出のひとつを､おそらく受けていたであろう。しかし、
これが大げさな話となり、このうわさはルンドやコペンハーゲンにま
で広がってしまった。コペンハーゲンからは、すでに私を祖国に対す
る裏切り者とみなしていた、ビュロウとＰＥ､ミュラー教授との手紙
のやり取りの上での、不快な出来事がもたらされた。ちょうどそのこ
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ろ､私はお金がなかったので､旅行を続けるために印刷屋の職人になっ
て､職人として旅をすることを考えていた｣。うわさになったスウェー
デンでの研究ポストに関して、無関心を装いながら魅力を感じていた
ラスクの真情や､支援者たちに祖国に対する裏切り者と決めつけられ、
支援がなくなれば、印刷屋の職人にでもなって旅行を続けざるを得な
い、ラスクの弱い立場を読み取ることができる。
ニュロップからの手紙は常に好意的である。ストックホルムにいる
ラスクに代わって、懸賞論文「古ノルド語あるいはアイスランド語の
起源の研究』の校正を担当したのは、ニュロップとアイスランド人で
古アイスランド文学研究家のフインヌル・マグヌースソン（Finnur
Magmlsson）（1781-1847）であったが、ニュロップの手紙は、校正
の進捗状況や本の体裁、コペンハーゲンの学界の様子等を知らせたも
のである。例えば、１８１７年６月１２日付の手紙では、「あなたの価値
の高い懸賞論文が、ついに印刷されるようになったことを、ことばで
は表わせないほど喜んでいます｡」と、執筆後３年もたってようやく
出版されることになった懸賞論のこと、校正はマグヌースソンと自分
が担当することになったことを報告している。1817年８月７日付の
手紙では、「あなたの懸賞論文はかなり進んでいます。マグヌースソ
ンによれば、都合のよい船便があったので、あなたに校正刷りを送っ
たそうです｡」と中間報告をし、１８１７年１１月１日付の手紙では「あ
なたの著書の進捗が遅いことを不快に思う気持ちは理解できます｡」
と、学問的には大先輩でありながらラスクのためにめんどうな校正を
引き受けている寛容さで、なかなか進まない出版作業に不満を募らせ
ているラスクを慰め、タイトルページ、国王への献辞、謝辞は、それ
ぞれ１ページ置きにし、前書きはイタリック体にして欲しい等の注文
をつけるラスクに対し、１８１７年１２月１１日付の手紙では、タイトル、
献辞、前書きもちゃんと印刷されていること、１８１８年１月２９日付の
手紙では、完成した懸賞論文と古英語文法を、明日ビュロウ宛に送ら
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せることを、親切に知らせている。
懸賞論文の印刷に時間がかかったことは、外国にいるラスクには焦
燥の種でもあった。そのような折、猟官運動のライバル、モルベック
からの私信が届く。日付は１８１７年８月２８日、つぎのような一節があ
る：「あなたのアイスランド語の起源に関する懸賞論文が印刷に入っ
たことを喜んでいます。しかし、印刷はあまり速くは進まないでしょ
う。というのは、印刷所はどこも宗教改革の記念式典のための博士論
文でかかりっきりだからです｣。確かに、ラスクは博士論文を書かな
いままであった。懸賞論文より、博士論文の方が優先されるような書
き方には、モルベック特有の毒がある。祖国に対する裏切り者という
うわさを立てられ、気分の落ち込んだ、孤独な外国での生活で、この
ような品性卑しい手紙を読まされたラスクの心境はいかばかりであっ
たろう。
しかし、１８１７年１２月、ついに懸賞論文『古ノルド語あるいはアイ
スランド語の起源の研究」は刷了した。ミュラーは1818年１月１５日
付の手紙で、「あなたの懸賞論文の最後の一枚の印刷が終わるとすぐ、
新年を迎える前にどの旅行奨学金が翌年度分として認められるかが決
められることを知っていたので、私はそれを王に急いで届けました。
私は、そのついでに、ペテルブルグを経てカフカスヘのあなたの計画
中の旅行とその実行のための費用について、王にお話しました｡」と
述べ､国王がラスクを教授に任命し、毎年800リースダーラを２年間、
旅行奨学金として認めたことを伝えている。ミュラーは、祖国に対す
る裏切り者と非難しながらも、ラスクのために何がよいのかを考えて
いた。それは、ラスクをスウェーデンでの誘惑から一刻も早く切り離
し、カフカスヘ旅立たせることだったのである。こうして、ラスクは
スウェーデンを離れざるを得なくなった。イェルムスレウの「これに
よってラスクは縛られてしまった｡」（｢ラスム・スラスクとスウェー
デン1812-1818｣、ｐ､456）という表現は短いが、核心を突いている。
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ミュラーの手紙へのラスクの返信は1818年１月２３日付のものが
残っている。ラスクは、ミュラーの厚意に感謝しながら、サガの出版
のために、スウェーデンが高額な年俸でアイスランド人を採用したこ
とへの不満を述べ、「アングロ・サクソン語文法」の献辞をビュロウ
に捧げたのに、彼からの支援が途絶えていて、上で引用した１８１７年
１月３日の日記にあるとおり、印刷屋の職人として旅行を続けるほか
はないという窮状を訴え、「私の教授の地位は肩書きに過ぎず、私の
新しい奨学金は－時しのぎの手段だということは十分承知しています
が、それでも教授の地位は私にはとても尊く、奨学金はとても重要だ
と思われますので、今はまず、喜びと目標への熱意と先生への感謝の
気持ちのほかの、すべての考えを脇に置き、すべての感情を追い払い
ます｡」というきわめて屈折した表現で、うれしさと感謝の念を表わ
している。この文面に漂う虚無感は、サガには、普通のアイスランド
人より、精通しているのに、そのように処遇されない不満と鯵屈した
感情、ビュロウの支援で始まった旅行なのに、送金が途絶えた経済的
見通しの暗さからくる不安とやるせなさに起因していた。
ここで断っておきたいことがある。当時のデンマークでは、教授に
3種類あったことである。第１は、正教授（ordinBerprofessor）で、
大学に置かれているポストを占め、終身雇用で、講義を担当する。第
２は、特任教授（ekstraordin8erprofessor）で、臨時に置かれたポス
トにつき、任期の間だけ講義を担当する。第３は、称号教授（titul2er
professor）で､文字どおり肩書きだけの教授で､大学にポストはなく、
講義も担当しない。正教授は高額の年俸で保証されているが、特任教
授は契約で応分の年俸をもらい、称号教授は無給である。まず特任教
授か称号教授で採用されて、何年間か業績を積んだ後で正教授に推挙
されるという例も多かった。このときラスクが任命されたのは、第３
の肩書きだけの無給の教授で、ミユラーの手紙に素直に喜べなかった
理由は、ここにもあったのである。
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こうして、１８１８年２月２３日、ラスクは、選択と決心しだいでは大
きな転機となるかもしれなかったストックホルム滞在に終わりを告
げ、東方へ旅立つことになる。１年３ヶ月のスウェーデン滞在中に、
ラスクが残した著書・論文等は、上記の「オッターとウルフステンの
短い旅行認｣、『アングロ・サクソン語文法』、「古ノルド語あるいはア
イスランド語の起源の研究j、「アイスランド語あるいは古ノルド語概
説｣のほかに､アフセーリウスとの共編｢スノリのエッダ｣の稿本と「古
エッダ」の稿本、アイスランド語に関する書評論文や書評が４点あ
る。上記イェルムスレウの「ラスムス．ラスクとスウェーデン1812
-1818」によれば、「病気と不運と陰鯵さで満ちたラスクの人生の中
で、彼のストックホルム滞在は、短いが明るく恵まれた時期である」
(p456)。
スウェーデンを出ると、フィンランドからロシアに入り、南下して
カフカスに向かう計画であった。この旅立ちで注目すべきことは、ラ
スクは、行く先々での言語の調査や習得ばかりでなく、これまでの研
究を続けるために、コペンハーゲンから持参した書籍や辞書類に加え
て、ストックホルム滞在中に入手した書籍、辞書、資料を、携えてい
たという事実である。ラスクの研究・調査旅行は、いわば、私設図書
館を携えての移動であった。ストックホルムを出発したとき、その量
がどのくらいであったのかは定かではないが、旅の途中で入手する資
料がつぎつぎとそれに加わることになり、当然ひとりでは運べない量
となっていった｡
（この稿続く）
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